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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 47,601 △1.2 612 △1.8 1,003 9.3 1,351 55.3

2025年３月期中間期 48,183 5.3 623 78.8 918 32.3 870 159.2

（注）包括利益2026年３月期中間期 2,509百万円 （468.7％） 2025年３月期中間期 441百万円 （△80.7％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 47.97 －

2025年３月期中間期 29.86 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 126,454 64,819 51.2

2025年３月期 126,168 62,913 49.8

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 64,800百万円 2025年３月期 62,892百万円

年間配当金
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2025年３月期 － 55.00 － 85.00 140.00
2026年３月期 － 38.00
2026年３月期（予想） － 38.00 76.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 103,500 3.5 2,800 20.1 3,250 18.3 3,850 16.3 136.64

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（注）当社は、2025年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり中間純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．当社は、2025年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。2025年３月期につ

いては当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）



（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 有

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 33,480,000株 2025年３月期 33,480,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 5,266,802株 2025年３月期 5,323,152株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 28,176,684株 2025年３月期中間期 29,143,288株

※  注記事項

新規  1社  （社名）Kodama Tales Inc.、除外  －社  （社名）－

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事

項（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2025年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中

平均株式数」を算定しております。また期末自己株式及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式に

は、「株式給付信託（ＢＢＴ－ＲＳ、Ｊ－ＥＳＯＰ及び従業員持株会処分型）」の信託財産として、株式

会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を含めております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、米国の通商政策による影響が一部に見られるものの、雇用・所得環

境の改善の動きなどにより、緩やかな回復傾向が続きました。しかし、物価上昇の継続が個人消費に及ぼす影響な

ど、景気の先行きに注意を要する状況となっております。

このような状況のなか当社グループは、本年５月に公表した2025年度を起点とする３カ年の中期経営計画の実現に

向け、既存事業の収益性向上と成長事業の着実な育成を進めております。情報系事業では、売上高の規模を維持しつ

つ、事業の重心を印刷から非印刷へ移すべく、情報加工を中心とした質の高いサービスの提供に向けた取り組みを進

めております。生活・産業資材系事業では、食品・日用品の包材製造を中心としつつ、材料加工技術を生かした独自

製品の開発や成長市場・事業分野への展開を強化するため、基盤事業の拡大と期待事業の育成に取り組んでおりま

す。

以上の方針に基づき取り組みを進めた結果、当中間連結会計期間の業績は、売上高476億１百万円（前年同期比

1.2％減）、営業利益６億１千２百万円（前年同期比1.8％減）、経常利益10億３百万円（前年同期比9.3％増）、親

会社株主に帰属する中間純利益13億５千１百万円（前年同期比55.3％増）となりました。

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

情報コミュニケーション部門

出版印刷は、雑誌の発行部数減少により定期刊行物が低調に推移し、書籍が単行本などの減少に伴い不調でした。

さらに、収益性向上に向けて受注の選別を進めた影響もあり、前年同期を下回りました。一般商業印刷は、店頭販促

分野でＰＯＰの新規案件が増加したことや統合報告書などのＩＲ領域が伸長したものの、カタログ・情報誌が大きく

減少し、前年同期を下回りました。オリジナルコンテンツは、教育プログラムの開発支援など学びソリューションが

着実に伸長しました。

以上の結果、部門全体の売上高は151億８千３百万円（前年同期比4.5％減）、営業損失は４億４千２百万円（前年

同期は営業損失４億４千６百万円）となりました。

情報セキュリティ部門

ビジネスフォームは、ヘルスケア領域向けなどの情報サービスＢＰＯが増加したものの、官公庁向けのデータプリ

ントが減少し、前年同期を下回りました。証券類とカードは、引き続き乗車券類が順調に推移しましたが、クレジッ

トカードや交通系ＩＣカードの受注数量が減少し、前年同期を下回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は150億７千９百万円（前年同期比1.4％減）、営業利益は６億２千８百万円（前年

同期比45.9％減）となりました。

生活・産業資材部門

紙器は、ラップカートンが増加、ティシューカートンも堅調に推移し、前年同期並みとなりました。軟包装は即席

めん向けのフィルム包材やフタ材が伸長、リキッドパッケージも「Ｔパウチ」など食品向けパウチが増加し、前年同

期を上回りました。チューブは歯磨き向けは横ばいでしたが、ＵＶやヘアケア製品などの化粧品向けは大きく伸長

し、前年同期を上回りました。調味料向けのブローチューブは引き続き受注が順調で、ブローボトルも増加しまし

た。産業資材は医薬品向けが減少し、前年同期を下回りました。

以上の結果、部門全体の売上高は162億３千５百万円（前年同期比1.7％増）、営業利益は６億８千１百万円（前年

同期比46.4％増）となりました。

その他

物流業務における価格改定や物流加工案件の受注により、売上高は11億２百万円（前年同期比7.7％増）、営業利

益は６千５百万円（前年同期は営業損失５千７百万円）となりました。
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（２）当中間期の財政状態の概況

当中間連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりになりまし

た。

総資産は1,264億５千４百万円（前連結会計年度末1,261億６千８百万円）となり、２億８千５百万円増加しまし

た。これは主に、投資有価証券が20億５千９百万円増加した一方、受取手形、売掛金及び契約資産が15億６千６百万

円減少したことによるものです。負債は616億３千５百万円（前連結会計年度末632億５千５百万円）となり、16億２

千万円減少しました。これは主に、長期借入金が11億９千７百万円減少したことによるものです。純資産は、648億

１千９百万円（前連結会計年度末629億１千３百万円）となり、19億５百万円増加しました。これは主に、親会社株

主に帰属する中間純利益13億５千１百万円、その他有価証券評価差額金14億１千９百万円の増加と、配当金の支払６

億１千９百万円があったことによるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ14億２

百万円減少し107億８千２百万円となりました。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

当中間連結会計期間において営業活動により得られた資金は、15億円（前年同期比８億９千３百万円減）となりま

した。これは主に、税金等調整前中間純利益21億６千９百万円、減価償却費28億４千万円の計上があった一方、棚卸

資産の増加12億５百万円、法人税等の支払額11億７千５百万円があったことによるものです。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

当中間連結会計期間において投資活動により使用した資金は、10億４千８百万円（前年同期比１億８千万円減）と

なりました。これは主に、有形及び無形固定資産の取得による支出20億４千９百万円と投資有価証券の売却による収

入12億３千２百万円があったことによるものです。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

当中間連結会計期間において財務活動により使用した資金は、19億２千２百万円（前年同期は１億９千９百万円の

獲得）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出12億５千３百万円、配当金の支払６億１千９百万円

があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2025年５月15日に発表いたしました業績予想から変更してお

りません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,254 10,848

受取手形、売掛金及び契約資産 26,927 25,361

商品及び製品 3,524 4,009

仕掛品 2,822 3,409

原材料及び貯蔵品 1,636 1,727

その他 642 2,131

貸倒引当金 △27 △14

流動資産合計 47,780 47,473

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,256 25,298

機械装置及び運搬具（純額） 11,714 11,051

工具、器具及び備品（純額） 1,550 1,423

土地 14,928 14,820

リース資産（純額） 1,025 887

建設仮勘定 493 771

有形固定資産合計 55,968 54,253

無形固定資産

ソフトウエア 1,221 1,213

その他 309 320

無形固定資産合計 1,530 1,534

投資その他の資産

投資有価証券 17,501 19,560

退職給付に係る資産 2,387 2,434

繰延税金資産 364 403

その他 641 801

貸倒引当金 △5 △6

投資その他の資産合計 20,889 23,193

固定資産合計 78,388 78,981

資産合計 126,168 126,454

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,764 11,776

短期借入金 156 169

１年内償還予定の社債 － 5,000

１年内返済予定の長期借入金 2,434 4,246

リース債務 351 325

未払法人税等 1,256 936

賞与引当金 968 903

役員賞与引当金 95 65

その他 9,234 8,833

流動負債合計 26,262 32,256

固定負債

社債 5,000 －

長期借入金 4,309 1,300

リース債務 765 633

繰延税金負債 3,423 4,075

役員株式給付引当金 28 7

退職給付に係る負債 6,564 6,554

資産除去債務 9 2

長期前受金 16,600 16,484

製品補償引当金 40 37

その他 249 284

固定負債合計 36,992 29,379

負債合計 63,255 61,635

純資産の部

株主資本

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,687 1,687

利益剰余金 51,110 51,819

自己株式 △4,248 △4,209

株主資本合計 53,059 53,807

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,355 10,775

為替換算調整勘定 550 268

退職給付に係る調整累計額 △73 △51

その他の包括利益累計額合計 9,833 10,992

非支配株主持分 20 18

純資産合計 62,913 64,819

負債純資産合計 126,168 126,454
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 48,183 47,601

売上原価 38,659 37,709

売上総利益 9,523 9,891

販売費及び一般管理費 8,900 9,279

営業利益 623 612

営業外収益

受取利息 2 4

受取配当金 169 205

物品売却益 21 16

設備賃貸料 35 35

保険配当金 148 171

その他 119 113

営業外収益合計 496 547

営業外費用

支払利息 86 84

設備賃貸費用 17 15

支払補償費 41 1

為替差損 7 10

その他 48 42

営業外費用合計 201 155

経常利益 918 1,003

特別利益

固定資産売却益 2 23

投資有価証券売却益 1,010 1,207

その他 － 0

特別利益合計 1,013 1,230

特別損失

固定資産処分損 65 39

投資有価証券評価損 59 －

減損損失 101 －

製品補償引当金繰入額 40 －

訴訟関連損失 ※１ 142 －

工場再編費用 － ※２ 16

その他 37 8

特別損失合計 445 65

税金等調整前中間純利益 1,485 2,169

法人税等 618 818

中間純利益 867 1,351

非支配株主に帰属する中間純損失（△） △2 △0

親会社株主に帰属する中間純利益 870 1,351

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 867 1,351

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △745 1,419

為替換算調整勘定 242 △283

退職給付に係る調整額 76 21

その他の包括利益合計 △426 1,157

中間包括利益 441 2,509

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 442 2,511

非支配株主に係る中間包括利益 △1 △1

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,485 2,169

減価償却費 2,932 2,840

減損損失 101 －

のれん償却額 120 －

退職給付に係る資産及び負債の増減額 98 △22

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △11

賞与引当金の増減額（△は減少） △29 △64

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △30

製品補償引当金の増減額（△は減少） 41 －

受取利息及び受取配当金 △171 △210

支払利息 86 84

投資有価証券評価損益（△は益） 59 －

投資有価証券売却損益（△は益） △1,010 △1,207

固定資産除売却損益（△は益） 62 16

売上債権の増減額（△は増加） 2,865 1,505

棚卸資産の増減額（△は増加） △875 △1,205

仕入債務の増減額（△は減少） △3,166 46

未払消費税等の増減額（△は減少） △344 △202

破産更生債権等の増減額（△は増加） 2 －

未払費用の増減額（△は減少） △164 52

その他 265 △1,210

小計 2,351 2,552

利息及び配当金の受取額 171 209

利息の支払額 △83 △85

法人税等の支払額 △45 △1,175

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,393 1,500

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,192 △2,049

有形及び無形固定資産の売却による収入 12 216

投資有価証券の取得による支出 △95 △51

投資有価証券の売却による収入 1,075 1,232

その他 △28 △397

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,229 △1,048

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,009 24

長期借入れによる収入 － 66

長期借入金の返済による支出 △1,248 △1,253

配当金の支払額 △377 △619

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 22 39

その他 △204 △179

財務活動によるキャッシュ・フロー 199 △1,922

現金及び現金同等物に係る換算差額 32 △30

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,395 △1,501

現金及び現金同等物の期首残高 10,944 12,184

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 99

現金及び現金同等物の中間期末残高 12,339 10,782

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

- 8 -

共同印刷(株) (7914) 2026年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

15,899 15,298 15,959 47,158 775 47,934 － 47,934

その他の収益 － － － － 248 248 － 248

外部顧客への
売上高

15,899 15,298 15,959 47,158 1,024 48,183 － 48,183

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

401 290 175 868 2,385 3,253 △3,253 －

計 16,301 15,589 16,135 48,026 3,409 51,436 △3,253 48,183

セグメント利益

又は損失（△）
△446 1,162 465 1,181 △57 1,124 △501 623

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ  前中間連結会計期間（自  2024年４月１日  至  2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当中間連結会計期間に、「情報コミュニケーション部門」において減損損失101百万円を計上しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書
計上額
（注）３

情報コミ

ュニケーシ

ョン部門

情報セキュ

リティ部門

生活・産業

資材部門
計

売上高

顧客との契約か
ら生じる収益

15,183 15,079 16,235 46,498 853 47,352 － 47,352

その他の収益 － － － － 248 248 － 248

外部顧客への
売上高

15,183 15,079 16,235 46,498 1,102 47,601 － 47,601

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

408 257 174 840 2,415 3,256 △3,256 －

計 15,592 15,336 16,409 47,339 3,518 50,857 △3,256 47,601

セグメント利益

又は損失（△）
△442 628 681 867 65 932 △320 612

Ⅱ  当中間連結会計期間（自  2025年４月１日  至  2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、物流事業、保険取扱事業及び不動産管理

事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研

究開発費であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（中間連結損益計算書に関する注記）

※１  訴訟関連損失

前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

当社は、公正取引委員会より独占禁止法に基づく排除措置命令及び課徴金納付命令を受けたことに伴い、日本年

金機構から帳票作成業務等に関する損害賠償請求を受けました。そのうち、契約書の解釈に異議があり支払いを留

保していた遅延損害金については、2023年11月13日付（訴状送達日：2023年12月１日）で同機構から訴訟を提起さ

れ審理が継続しておりましたが、協議の結果、2024年７月17日に当社が同機構に対し解決金142百万円を支払う内

容で和解が成立しました。このため、当該金額を特別損失として計上しております。

※２  工場再編費用

当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

当社の連結子会社である株式会社コスモグラフィックの苫小牧工場の閉鎖に伴い発生した費用等であります。
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